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表
取
締
役
・
志
村
優
氏
（
山
梨
同
友

会
）
が
「
志
あ
る
経
営
者
に
な
る
!!!

〜
苦
悩
や
失
敗
、
時
代
の
波
を
ど
う

乗
り
越
え
る
？
洗
濯
屋
三
代
目
の
選

択
〜
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体

験
を
披
露
。
職
人
か
ら
経
営
者
の
道

を
歩
み
始
め
た
発
端
、
社
内
の
不
祥

事
や
社
員
の
解
雇
、
紆
余
曲
折
を
経

て
の
業
績
回
復
な
ど
を
赤
裸
々
に
語

り
、
最
後
に
問
題
提
起
と
し
て
「
志

経
営
」
の
重
要
性
を
参
加
者
に
投
げ

掛
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
①
経
営
者
の
「
志
」
が

会
社
や
自
身
に
も
た
ら
す
影
響
は
何

か
？
、
②
あ
な
た
は
「
志
」
に
基
づ

い
た
経
営
が
で
き
て
い
る
か
？
を

テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。

「
志
を
語
れ
な
い
経
営
者
に
魅
力
あ

る
会
社
は
つ
く
れ
な
い
」「
志
は
コ

マ
の
軸
の
よ
う
な
も
の
。
ぶ
れ
る
と

会
社
は
上
手
く
回
ら
な
い
」「
同
友

会
で
志
高
き
仲
間
と
語
る
こ
と
が
大

事
」
な
ど
、
全
五
十
五
グ
ル
ー
プ
で

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
懇
親
会
で
は
、
ア
ー
ム
レ

ス
リ
ン
グ
大
会
や
行
事
Ｐ
Ｒ
な
ど
が

行
わ
れ
、
大
い
に
交
流
を
深
め
合
う

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回

開
催
地
へ
の
引
き
継
ぎ
で
は
、
群
馬

の
水
野
氏
か
ら
神
奈
川
の
石
渡
氏
に

実
行
委
員
長
の
法
被
が
手
渡
さ
れ
、

会
場
は
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

成
功
に
向
け
て
準

備
を
し
て
き
た

が
、
一
人
ひ
と
り

の
熱
量
で
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
結
実
す

る
」
と
語
り
、
参

加
の
心
構
え
に
つ

い
て
も
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
主

催
同
友
会
を
代
表

し
て
群
馬
の
山
岸

代
表
理
事
、
ご
来

賓
の
群
馬
県
産
業

経
済
部
産
業
政
策

課
長
・
西
村
透
氏

が
、
そ
れ
ぞ
れ
登

壇
し
ま
し
た
。

　

経
営
実
践
報
告

で
は
、
㈱
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
志
村
、
代

主
催
、
関
東
甲
信
越
内
の
各
同
友
会

青
年
部
（
組
織
）
が
設
営
を
担
当
。

昨
年
六
月
か
ら
実
行
委
員
会
を
毎
月

開
催
し
、
第
一
回
東
京
・
第
二
回
埼

玉
・
第
三
回
千
葉
に
お
け
る
経
験
や

教
訓
、
あ
る
い
は
反
省
を
踏
ま
え
、

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結

し
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
水
野
実
行
委
員
長

は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
へ

の
感
謝
の
言
葉
と
合
わ
せ「
傍
観
者
・

評
論
家
に
な
ら
ず
、
ぜ
ひ
主
体
性
を

持
っ
て
参
加
し
て
ほ
し
い
。
今
日
の

第４回関東甲信越青年経営者フォーラムin群馬

志ありて  友ありて  未来あり志ありて  友ありて  未来あり志ありて  友ありて  未来あり志ありて  友ありて  未来あり

　

三
月
十
八
日
（
土
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
（
ビ
ッ
グ
キ
ュ
ー
ブ
）
を
会
場

に
「
第
四
回
関
東
甲
信
越
青
年
経
営

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
群
馬
」
を
開
催
。

群
馬
同
友
会
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
甲

信
越
内
の
各
同
友
会
、
さ
ら
に
北
は

岩
手
、
南
は
長
崎
に
至
る
遠
方
の
同

友
会
か
ら
も
多
く
の
会
員
が
駆
け
つ

け
、
総
勢
三
七
〇
名
を
超
え
る
参
加

者
が
「
志
あ
り
て
、
友
あ
り
て
、
未

来
あ
り
」
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
群
馬
同
友
会
が
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二
月
二
十
四
日
（
金
）、
二
十
五

日
（
土
）
の
二
日
間
、
前
橋
市
の
群

馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
を
会
場
に
「
幹

部
・
中
堅
社
員
研
修
会
」
を
開
催
。

研
修
の
目
的
と
し
て
「
課
題
を
明
ら

か
に
し
、
部
下
へ
の
的
確
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
発
揮
さ
れ
る
人
材
と

な
る
」「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
・
責
任
・

段
取
り
等
の

重
要
性
を
再

認
識
し
、
社

内
で
実
践
す

る
」を
掲
げ
、

受
講
生
・
経

営
者
合
わ
せ

て
約
三
十
五

名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
日
目

は
「
気
づ

く
」、
二
日

目
は
「
働
き

か
け
る
」
を

テ
ー
マ
と
し

て
設
定
。
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
・
村
山
氏

（
高
崎
支
部
）

を
中
心
に
会

員
経
営
者
が

幹
部
・
中
堅
社
員
研
修
会

的
確
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人
材
に

講
師
を
務
め
、
幹
部
中
堅
社
員
の
役

割
や
期
待
、
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
の
疑
似
体
験
、
職
場
の
問
題
発

見
と
解
決
の
視
点
、
他
社
の
社
員
や

経
営
者
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
、
同
友
会
の
研
修
会
な

ら
で
は
の
濃
密
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進

行
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

研
修
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
二
日
間
の

学
び
や
反
省
点
を
踏
ま
え
、
今
後
の

具
体
的
な
行
動
目
標
な
ど
が
力
強
い

生産管理、工程管理、ガントチャート工程管理、在庫管理、原価管理、
調達管理、図面配布管理、計測器貸出管理、販売管理、工事書類一括作
成、耳標管理、安否緊急通報、ルート配達管理、他

株式会社 エス・アイ・エス

★システム化事例

〒370-2312  富岡市星田632－1　http://www.sis-jpn.co.jp/
Tel：0274-63-0466お気軽にご相談ください。

ソフトウェア、ハードウェア、ITサポート、ITコンサル、IT環境構築

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！
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の
業
務
を
行
い
ま
す
。

○
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム
や
講
義
な
ど
で

得
た
学
び
や
気
付
き
を
、
研
修
に
参

加
し
た
者
と
し
て
社
内
で
実
践
し
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
理
解
出
来
ま

し
た
。

《
経
営
者
》

○
研
修
内
容
に
は
、
部
下
や
他
人
を

納
得
さ
せ
る
為
の
ツ
ー
ル
や
理
論
が

沢
山
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
ぜ
ひ
社

内
で
う
ま
く
使
っ
て
欲
し
い
。

○
研
修
初
日
の
「
気
づ
く
」
で
感
じ

た
こ
と
を
実
際
の
仕
事
や
生
活
の
中

で
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
行
動
の
変

化
が
表
れ
る
こ
と
を
大
き
く
期
待
し

ま
す
。

言
葉
で
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
以
下
、
一
部
抜
粋
し

て
掲
載
し
ま
す
。

《
受
講
生
》

○
中
堅
社
員
と
し
て
の
立

場
を
改
め
て
見
つ
め
直

し
、
経
営
者
の
視
点
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
部
下
と

の
連
携
を
し
っ
か
り
出
来

る
社
員
に
な
ら
な
け
れ
ば

と
痛
感
し
ま
し
た
。

○
上
司
か
ら
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
公
式
の
役
割
の
幅
を

広
げ
て
い
け
る
よ
う
日
々
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二
月
十
五
日
（
水
）、
本
庄
商
工

会
議
所
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
・

埼
玉
北
部
地
区
会
合
同
例
会
」
を
開

催
。
本
合
同
例
会
は
年
に
一
度
の
恒

例
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
、

回
を
重
ね
る
こ
と
八
回
目
に
な
り
ま

す
。
今
回
、
例
会
企
画
と
会
場
設
営

を
埼
玉
北
部
地
区
会
、
報
告
者
選
出

を
伊
勢
崎
支
部
が
担
当
し
、
密
に
連

携
を
取
な
が
ら
例
会
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

埼
玉
北
部
地
区
会
の
例
会
企
画
に

基
づ
き
、
報
告
者
を
伊
勢
崎
支
部
の

兼
希
工
業
㈱
、
専
務
取
締
役
・
細
渕

敦
氏
が
務
め
、「
本
気
の
企
業
改
革

に
挑
戦
中
〜
全
て
の
人
々
が
幸
せ
を

実
現
で
き
る
組
織
を
め
ざ
し
て
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
自
身
の
経
営
体
験
を

率
直
に
語
り
ま
し
た
。

　

細
渕
氏
は
、
同
業
他
社
で

の
修
行
中
に
両
親
か
ら
家
業

が
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い

る
事
実
を
聞
か
さ
れ
、「
兼

希
工
業
を
絶
対
に
存
続
さ
せ

る
」
と
い
う
強
い
想
い
を
胸

に
同
社
へ
入
社
。
時
を
同
じ

く
し
て
住
宅
用
省
力
化
パ
ネ

ル
の
話
が
舞
い
込
み
、
細
渕

氏
を
責
任
者
に
試
行
錯
誤
を

重
ね
な
が
ら
製
品
の
改
善
を

進
め
、
受
注
量
を
う
な
ぎ
登

り
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、「
急
激
な
受
注

量
増
加
が
人
手
不
足
を
招

き
、
社
員
に
過
度
の
負
担
を

強
い
て
い
た
」
と
当
時
の
状

況
を
深
く
反
省
。「
本
気
で

会
社
を
変
え
る
。
社
員
が
幸

せ
に
な
る
会
社
を
め
ざ
す
」
と
固
く

決
意
し
、
職
場
環
境
の
整
備
、
新
卒

採
用
や
社
員
教
育
、
経
営
指
針
を
中

心
と
し
た
企
業
づ
く
り
に
積
極
的
に

着
手
し
ま
す
。
そ
の
様
子
を
丁
寧
に

紹
介
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
、
伊
勢
崎
・
埼
玉

北
部
の
会
員
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
編
成

し
て
グ
ル
ー
プ
討
論
。「
社
員
が
働

き
や
す
い
労
働
環
境
づ
く
り
」「
人

が
育
つ
組
織
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

経
営
指
針
作
成
の
意
義
や
各
社
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
を
移
動

し
て
の
懇
親
会
も
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
所
属
は
違
っ
て

も
直
ぐ
に
親
し
い
間
柄
に
な
れ
る
。

同
友
会
っ
て
素
晴
ら
し
い
」「
や
っ

ぱ
り
合
同
例
会
は
刺
激
に
な
る
し
学

ぶ
こ
と
も
多
い
」「
今
後
も
支
部
（
地

区
会
）
や
県
を
越
え
て
交
流
を
続
け

ま
し
ょ
う
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

群
馬
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

を
会
場
に
「
高
崎
支
部
二
月
例
会
」

を
開
催
。
同
校
の
メ
タ
ル
技
術
課
・

機
械
技
術
課
・
住
ま
い
づ
く
り
課
で

学
ぶ
生
徒
と
の
交
流
会
を
企
画
し
、

総
勢
七
十
五
名
（
う
ち
学
生
五
十
五

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
崎
支
部

で
は
通
算
六
回
目
の
県
内
学
生
と
の

交
流
会
で
あ
り
、
同
校
と
の
交
流
会

は
昨
年
に
続
き
二
回
目
。

　

開
会
挨
拶
・
趣
旨
説
明
に
続
き
、

三
朋
企
業
㈱
・
原
澤
さ
ん
が
「
入
社

し
て
三
年
、今
の
思
い
」
と
題
し
て
、

社
会
人
の
先
輩
と
し
て
自
身
の
体
験

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。
続

い
て
、
㈱
山
岸
製
作
所
・
山
岸
社
長

が
「
求
め
る
人
材
と
中
小
企
業
の
魅

力
」
と
題
し
て
、
大
多
数
の
経
営
者

が
共
感
す
る
事
柄
を
中
心
に
、
自
社

の
取
り
組
み
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
問

題
提
起
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
生
・
経
営

者
が
十
一
テ
ー
ブ
ル
に
分

か
れ
て
グ
ル
ー
プ
討
論
を

実
施
。「
働
く
と
は
」「
社

会
人
と
し
て
」「
中
小
企

業
の
魅
力
」
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
各
人
の
考
え
方
や

経
験
談
、
学
生
が
抱
く
不

安
や
悩
み
に
至
る
ま
で
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
学
生
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
「
と
て
も
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
」「
も
っ
と

色
々
と
聞
き
た
い
」「
ま

た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
感
想
・
意
見
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

伊
勢
崎
･
埼
玉
北
部
地
区
会
合
同
例
会

本
気
の
企
業
改
革
に
挑
戦
中

本
気
の
企
業
改
革
に
挑
戦
中

高
崎
支
部
２
月
例
会

高
崎
産
業
技
術
専
門
校
と
の
交
流
会
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関東防災工業株式会社
消防設備・電気設備・PDCE避雷針のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
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■安中営業所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
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「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

これからもお客様の信頼を糧に

　

二
月
二
十
一
日
（
火
）、
利
根
沼

田
文
化
会
館
を
会
場
に
、
沼
田
支
部

例
会
を
開
催
。
一
般
住
宅
の
塗
装
工

事
を
行
う
㈲
ク
チ
キ
テ
ッ
ク
、社
長
・

朽
木
康
氏
（
同
支
部
）
が
、「
進
化

す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
〜
売
上

低
迷
を
乗
り
越
え
て
〜
」と
題
し
て
、

ク
チ
キ
テ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
始
め
と

す
る
独
自
の
営
業
手
法
や
考
え
方
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
お
客
様
と
の

接
し
方
と
捉
え
「
お
客
様
が
得
る
付

加
価
値
を
最
大
限
に
提
供
す
る
」
と

語
る
朽
木
氏
は
、
建
物
の
耐
久
性
や

塗
料
の
質
、
美
観
、
塗
装
の
時
期
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
時
に
は
塗

装
を
断
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
言
い
ま

す
。
こ
れ
は
付
加
価
値
を

提
供
出
来
な
い
と
判
断
し

た
結
果
で
、
理
由
を
説
明

し
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上

で
、
塗
装
の
時
期
な
ど
具

体
的
な
対
応
を
伝
え
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

同
社
の
広
告
宣
伝
ツ
ー

ル
と
言
え
ば
、
二
〇
〇
二

年
の
創
刊
以
来
、
一
七
〇

号
を
超
え
て
発
行
す
る

「
ク
チ
キ
テ
ッ
ク
ニ
ュ
ー

ス
」
が
良
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も

Ｄ
Ｍ
に
注
力
し
て
お
り
、

広
告
宣
伝
費
は
人
件
費
に

換
算
す
る
と
二
〜
三
人
分
に
相
当
し

て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
「
広
告
宣
伝

費
を
掛
け
な
く
て
も
売
上
が
確
保
出

来
る
こ
と
が
理
想
」と
語
り
、リ
ピ
ー

ト
率
と
紹
介
率
向
上
の
た
め
、
全
顧

客
訪
問
を
実
施
し
て
い
る
現
状
を
説

明
。「
不
満
を
解
決
す
る
こ
と
で
信

頼
を
得
て
、
そ
こ
か
ら
紹
介
を
も
ら

う
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
る
。
実

際
、
売
上
数
字
に
も
反
映
さ
れ
て
き

た
」
と
、
そ
の
手
応
え
を
報
告
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
全
顧
客
訪
問
に
よ
り

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
も
広
く

訴
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

例
会
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
創
業
社

長
な
ら
で
は
の
報
告
内
容
に
大
変
刺

激
を
受
け
た
」「
独
特
な
戦
略
や
営

業
手
法
は
興
味
深
く
聞
く
こ
と
が
出

来
た
」「
思
い
つ
い
た
事
を
即
行
動
に

移
す
実
行
力
を
見
習
い
た
い
」と
い
っ

た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

沼
田
支
部
２
月
例
会

進
化
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
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二
月
九
日
（
木
）、
韮
川
行
政
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
太
田
支
部
二
月
例

会
を
開
催
。
太
田
工
業
高
校
、
伊
勢

崎
工
業
高
校
か
ら
計
四
名
の
先
生
を

お
招
き
し
て
、
就
職
を
目
指
す
学
生

の
考
え
方
、
指
導
す
る
先
生
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

例
会
開
催
に
先
立
ち
、
専
門
課
程

で
学
ぶ
学
生
や
先
生
に
対
す
る
質
問

事
項
を
提
出
し
、
そ
の
回
答
を
当
日

紹
介
し
て
も
ら
う
流
れ
で
例
会
を
進

め
ま
し
た
。
ゆ
と
り
世
代
と
言
わ
れ

る
学
生
の
特
徴
や
、
ど
の
よ
う
に
先

生
は
就
職
先
を
学
生
に
紹
介
す
る
の

か
な
ど
、
企
業
側
の
聞
き
た
い
率
直

な
疑
問
や
質
問
が
数
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

桐
生
支
部
二
月
例
会
は

「
激
論
！
時
事
問
題
〜
世
界

と
日
本
の
動
き
か
ら
自
社
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
を
考
え

る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
。

通
常
例
会
と
は
趣
向
を
変

え
、
報
告
者
を
立
て
ず
に
グ

ル
ー
プ
討
論
中
心
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

政
治
・
経
済
・
社
会
・
技

術
の
四
つ
の
視
点
か
ら
自
社

を
取
り
巻
く
マ
ク
ロ
環
境

（
外
部
環
境
）
が
、
現
在
ま

た
は
将
来
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
把
握
・
予
測

す
る
「
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
分
析
」
を
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
模
造

紙
・
ペ
ン
・
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト

セ
ス
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
差
異
が

あ
っ
た
も
の
の
、「
人
材
育
成
」
が

今
後
の
企
業
経
営
に
お
け
る
共
通
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
分

に
は
な
い
物
事
の
見
方
、
捉
え
方
が

参
考
に
な
っ
た
」「
難
し
い
テ
ー
マ

だ
っ
た
が
楽
し
く
学
べ
た
」「
初
の

試
み
は
大
成
功
。
今
後
も
恒
例
行
事

と
し
た
い
」
な
ど
の
意
見
・
感
想
が

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
学
生
に
つ
い
て
は
「
自
ら

率
先
し
て
と
い
う
意
識
に
欠
け
る

が
、
教
え
た
こ
と
は
し
っ
か
り
出
来

る
。
良
く
も
悪
く
も
平
均
点
は
取
れ

る
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
分

析
。
ま
た
、
そ
ん
な
生
徒
が
就
職
し

た
際
の
育
成
に
つ
い
て
「
怒
ら
れ
る

こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
の
は
事
実
。

諭
す
よ
う
な
口
調
で
、
根
気
強
く
接

し
て
あ
げ
れ
ば
し
っ
か
り
出
来
る
よ

う
に
な
る
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

　

就
職
に
関
す
る
回
答
で
は
「
就
職

先
選
び
で
意
外
と
ハ
ー
ド
ル
に
な
る

の
が
、
親
が
知
っ
て
い
る
企
業
か
ど

う
か
。
明
確
な
目
標
が
定
ま
っ
て
い

な
い
状
態
で
は
、
親
の
意
見
が
強
く

反
映
さ
れ
る
」
と
し
て
、
さ
ら
に
自

太
田
支
部
２
月
例
会

採
用
活
動
異
常
ア
リ

桐
生
支
部
２
月
例
会

激
論
！
時
事
問
題

宅
か
ら
の
距
離
を
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
考
え
る
生
徒
が
多
い
こ
と
も
紹
介

し
ま
し
た
。
親
か
ら
の
理
解
を
得
る

方
策
と
し
て
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
入
れ
な
ど
で
学
校
と
の
関
係

を
意
識
し
、
生
徒
を
通
じ
て
親
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
積
極
的
に
企

業
側
の
情
報
発
信
を
お
願
い
し
た

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

一
通
り
の
質
問
の
回
答
が
出
揃
っ

た
後
に
は
、
挙
手
に
て
追
加
の
質
問

時
間
を
設
け
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で

お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
厳
し

い
採
用
活
動
の
現
状
を
痛
感
し
た
。

中
小
企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」「
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
重
要
性
を
再
認

識
出
来
た
」「
今
回
の
よ
う
な
例
会

を
継
続
し
て
企
画
し
て
い
き
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

を
使
っ
て
実
施
。
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ

離
脱
や
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
誕
生
、

異
次
元
緩
和
や
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
、
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
の
到

来
、
第
四
次
産
業
革
命
な
ど
な
ど
、

様
々
な
切
り
口
で
激
論
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を

ま
と
め
た
模
造
紙
に
基
づ
い
て
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し
、
参
加
者
全

員
で
情
報
共
有
。
結
論
に
至
る
プ
ロ
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す
る
と
い
う
針
塚
氏
。「
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
等
に
立
ち
寄
り
、
何
が
売
れ

て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
傾
向
な
の
か

を
自
分
の
目
で
確
か
め
て
い
る
」
と

言
い
、
そ
う
し
た
こ
と
が
自
社
の
商

品
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
「
い
ま
全
国
的
に
通
じ
る
商

品
は
甘
い
も
の
。
で
も
何
が
売
れ
る

か
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
食

品
の
商
品
開
発
に
は
、
女
性
の
目
線

現
在
の
仕
事
も
決
し
て
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
る
訳
で
は
な
く
、「
会
社
を

た
た
む
事
も
本
気
で
考
え
た
」
と
明

か
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
社
で
働

く
障
害
を
持
っ
た
方
達
が
ど
う
な
る

の
か
を
思
う
と
「
や
る
だ
け
や
っ
て

ダ
メ
な
ら
仕
方
な
い
。
打
つ
手
は
何

か
あ
る
は
ず
」
と
考
え
直
し
、
現
在

は
前
を
見
て
奮
闘
中
と
の
こ
と
。
ま

た
、「
同
友
会
の
仲
間
が
支
部
、
県

を
越
え
て
声
を
掛
け
て
く
れ
る
の
が

励
み
に
な
っ
て
い
る
」
と
会
員
同
士

の
繋
が
り
へ
の
感
謝
も
付
け
加
え
ま

し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
分

の
苦
労
は
ま
だ
ま
だ
困
難
と
は
言
え

な
い
と
実
感
し
た
」「
自
分
は
恵
ま

れ
た
環
境
に
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
」

な
ど
の
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

渋
川
吾
妻
支
部
二
月
例
会
は
、
全

国
を
忙
し
く
飛
び
回
る
㈱
針
塚
農
産

社
長
の
針
塚
重
善
氏
を
ゲ
ス
ト
報
告

者
に
迎
え
ま
し
た
。

　
「
地
方
都
市
の
商
品
開
発
と
販
売

の
あ
り
方
」
と
題
し
、
減
少
の
一
途

を
た
ど
る
漬
物
業
界
に
あ
っ
て
、
変

わ
ら
ず
売
れ
続
け
る
針
塚
農
産
の
お

漬
物
。
今
回
は
そ
の
秘
訣
に
迫
り
ま

し
た
。

　

全
国
ど
こ
へ
行
く
に
も
車
で
移
動

　

二
月
二
十
二
日
（
水
）、
前
橋
市

中
央
公
民
館
を
会
場
に
前
橋
支
部
二

月
例
会
を
開
催
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
行
う
合
同
会
社
ユ
リ
ア
、

代
表
・
本
多
宏
弥
氏
（
伊
勢
崎
支
部

所
属
）
が
「
ま
っ
す
ぐ
な
理
想
の
経

営
実
践
を
目
指
す
」
と
題
し
て
、
自

身
の
生
い
立
ち
、
現
在
の
取
り
組
み

な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
時
代
か
ら
現
在
ま
で
に
降

り
か
か
っ
て
き
た
困
難
の
数
々
を
、

赤
裸
々
に
語
っ
た
本
多
氏
。
ド
ラ
マ

か
小
説
か
と
思
う
よ
う
な
展
開
に
、

た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

乗
り
越
え
る
原
動
力
は
、
部
下
や
家

族
と
い
っ
た
「
守
る
べ
き
者
の
存
在

だ
っ
た
」と
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、

が
極
め
て
大
事
で
あ
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
「
ヒ
ッ
ト

商
品
に
は
必
ず
仕
掛
け
が
あ

る
」「
飽
き
は
く
る
も
の
」「
店

構
え
を
良
く
す
れ
ば
売
れ
る

と
は
限
ら
な
い
」「
地
元
の

人
に
愛
さ
れ
な
い
店
は
長
続

き
し
な
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら

の
報
告
は
説
得
力
に
満
ち
て

い
ま
し
た
。

　

後
半
は
「
人
に
愛
さ
れ
る

会
社
、商
品
づ
く
り
」を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
。
自
社

の
経
営
に
活
か
す
べ
く
、
報

告
内
容
を
深
め
合
い
ま
し

た
。

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

渋
川
吾
妻
支
部
２
月
例
会

地
方
の
商
品
開
発
と
販
売
の
あ
り
方

前
橋
支
部
２
月
例
会

理
想
の
経
営
実
践
を
目
指
す
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げ
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
侃
々
諤
々
の
討

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本

例
会
は
来
月
開
催
の
青
年
経
営
者

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
群
馬
の
グ
ル
ー
プ
長

研
修
会
の
要
素
も
含
ま
れ
て
お
り
、

テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
長
を
交
代

し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
非
常

に
幅
広
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
僅
か
二

時
間
で
は
語
り
尽
く
せ
な
か
っ
た
」

「
自
分
た
ち
の
世
代
が
今
後
の
世
界

を
担
っ
て
い
く
責
任
を
感
じ
た
」「
時

代
に
流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
私
た

ち
が
流
れ
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な

い
」
な
ど
の
感
想
や
決
意
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
今
、
我
々
青
年
経
営
者
は
何
を

考
え
、行
動
す
べ
き
か
」
と
題
し
て
、

青
年
部
会
二
月
例
会
を
開
催
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
青
年
経

営
者
と
し
て
「
鋭
い
時
代
認
識
を
持

ち
、
次
代
を
創
る
中
小
企
業
家
と
し

て
の
資
質
を
磨
き
、
全
人
格
的
成
長

を
遂
げ
る
」
を
目
的
に
、
グ
ル
ー
プ

討
論
を
中
心
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

示
さ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
①
今
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
認
識
し
よ
う
、
②

日
本
の
市
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
考
え
よ
う
、
③
自
国
・
自
社

へ
の
影
響
と
課
題
を
考
え
よ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下

同友会のホームページで
会員検索できます。 【女性目線で３Ｋ改善】　　 ㈱ソウワ・ディライト

　建設業の㈱ソウワ・ディライト（代表取締役・渡
邉辰吾氏／高崎支部所属、取締役・渡邉仁基氏／前
橋支部所属）は、「３Ｋ（きつい、汚い、危険）」と
して女性に敬遠されてきた業界のイメージ一新に力
を入れている。社員がヘルメットをかぶる時に「ヘッ
ドスカーフ」を着け、おしゃけに髪をまとめられるよ
うに配慮。仕事の効率化を図り残業をなくす取り組
みも始めた。人材の確保に向け、女性が働きやすい
雰囲気づくりに努めている。　　　 ［３／10付上毛］

【スズキ販売店を開設】　　　　 豊長自動車販売㈱
　中古車販売で県内最大手の豊長自動車販売㈱（代
表取取締役・長尾秀夫氏／高崎支部所属）は25日、
スズキの新車をメーンに販売する「スズキアリーナ
トヨナガ高崎八幡」をオープンする。安中店・安中工
場を新築・移転するのに伴い、新車をメーンとする
店舗として新装オープンする。　 ［３／23付ぐん経］

【会員登録変更】
　㈱大五建設、代表取締役・荻野典光氏（高崎支部
所属）では、この度、「経理総務部課長・都丸貴志
氏」に会員登録を変更しました。

【会員登録変更】
　中央キャリアネット㈱、顧問・樺澤道久氏（前橋
支部所属）では、この度、「取締役統括部長・小池
正律氏」に会員登録を変更しました。

【代表取締役就任】
　㈱邦和、専務取締役・丹羽孝宜氏（桐生支部所
属）は、この度、「代表取締役」に就任しました。

【会員登録変更】
　司建設㈱、代表取締役社長・松井照夫氏（沼田支
部所属）では、この度、「代表取締役・深川修氏」
に会員登録を変更しました。

【SI事業でロボット普及】　　　　 ㈱サンシステム
　産業用ロボット開発などを手掛ける㈱サンシステ
ム（代表取締役・五十嵐豊氏／高崎支部所属）は、
SI（システムインテグレーション）事業が好調だ。16
年、川崎重工業とテクニカルパートナー契約を締結、
同社の双腕スカラロボット「duAro（デュアロ）」の
組み立て、設置から顧客の作業・環境に合わせた導
入、運用、保守までを一貫して構築している。
　五十嵐社長は「労働人口の減少により、さらなる
ロボット化が進むだろう。当社は、５年後、10年後
に頼んで良かったと思える先駆者でありたい」と
語った。　　　　　　　　　　 ［２／16付ぐん経］

【松本大学と連携協定】　　 共愛学園前橋国際大学
　共愛学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋
支部所属）は２月22日、松本大学（長野県松本市）
と、大学間連携協定を結んだ。両大学は連携し教育
機能向上や人材育成、地域活性化などに取り組む。
　両大学は、文部科学省の「地（知）の拠点」に選
定され、先駆的な取り組みを行ってきたほか、学生
同士の交流や教職員同士の往来なども実施してき
た。関係をより密にし、地域人材育成拠点としてさ
らに協力するため県を超えての大学間協定を結ぶこ
とにした。　　　　　　　　　 ［３／２付ぐん経］

【設立30周年祝う】　　　羽鳥国際特許商標事務所
　羽鳥国際特許商標事務所（代表・羽鳥亘氏／前橋
支部所属）は３日、「羽鳥国際特許商標事務所設立
三十周年並びに弁理士羽鳥亘知財功労賞特許庁長官
表彰受賞祝賀会」をホテルラシーネ新前橋で開き、
関係者ら約110人が参加した。
　設立30周年と県内の弁理士では初となった16年度
「知財功労賞」の受賞を祝うもので、冒頭あいさつ
に立った羽鳥代表は、「企業の財産を預かる弁理士
を長年やってこられた。皆さんの力添えに感謝す
る」と話した。　　　　　　　 ［３／９付ぐん経］

青
年
部
会
２
月
例
会

青
年
経
営
者
は
何
を
す
べ
き
か
？
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ご紹介

３月度常任理事会承認
会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

〒377-0202　渋川市中郷2083

　当社ではこんにゃく芋の栽培を主に行っていま
す。農業者から農業経営者になれるよう会員の皆
様と情報交換を行い、経営について学んでいきた
いと思います。宜しくお願い致します。

ＴＥＬ：0279-53-3796

FAX ：0279−53−3796
こんにゃく芋、野菜の栽培

【紹介者／澤浦彰治】
旅行、野球、スキー、スノーボード

渋
川
吾
妻
支
部

㈲生農ファーム

取締役
生　方　稔　将

H２年生

〒372-0039　伊勢崎市ひろせ町4088-12
ＴＥＬ：0270-23-2124

FAX ：0270−23−5097
清掃管理・衛生管理・設備管理、美化診断・コンサルティング、床ワックス剥離廃液・エアコン洗浄廃液・厨房洗浄廃液処理

【紹介者／丸橋正幸】
スポーツ観戦、ドライブ

太
田
支
部

㈱グンビル

代表取締役社長
高　野　こずえ

S47年生

〒379-2313　みどり市笠懸町鹿4473-6

　設立したばかりの新会社です。ネットワークカ
メラを使った独自のシステムを提案致します。PC
レスの録画・再生・モニタリングシステムやクラ
ウドを使った録画サービスを提供！また弊社にし
か出来ない格安で内容大満足の保守サービスを提
供致します。

ＴＥＬ：0277-46-9290

防犯・監視カメラのネットワークシステムの設計、施工及び販売業務

【紹介者／事務局】
温泉旅行

桐
生
支
部

セキュリティーカメラシステム㈱

技術営業部
浦　野　友　久

S45年生

〒376-0113　みどり市大間々町高津戸885-1

　関東地方を中心に企業様、病院様・福祉施設
様、学校様（教職員・保護者・生徒）のコミュニ
ケーション、マナー、アンガーマネジメント等の
研修をさせて頂いております。同友会の皆様との
情報交換や勉強会参加で学んで参りたいと思って
おります。よろしくお願い致します

ＴＥＬ：0277-73-6181

FAX ：0277−73−6181
ビジネスコミュニケーション研修・ビジネスマナー研修・アンガーマネジメント研修、その他各種研修

【紹介者／深津卓也】
旅（国内外）

桐
生
支
部

コミュニケーションサポート

代　表
齋　藤　由起子

S37年生

〒370-0071　高崎市小八木町304-1

　義肢（義足）製作を得意としています。現在IP
の発展が著しい中、弊社もCAD/CAMの導入を行
い、お客様にとって更なる良い製品を提供できる
ように励んでおります。経営者としてはまだまだ
ですが、会員の皆様との交流の中で勉強させて頂
ければと思います。

ＴＥＬ：027-387-0034

FAX ：027−387−0950
義肢・装具製作、福祉用品販売

【紹介者／吉池　睦】
自転車、クレー射撃、ゴルフ

高
崎
支
部

㈱群馬中央義肢

代表取締役
大　塚　章　史

S37年生

〒375-0056　群馬県藤岡市三ツ木336-6
TEL：0274-24-3228　FAX：0274-24-4841
URL：http://www.alumite.jp/　E-mail：joumou@vesta.ocn.ne.jp
営業担当：井坂、永井　表面処理のご要望は何でもご相談ください。

ダイカスト・鋳物の含浸処理をはじめました
　鉄・ステンレス・アルミ・プラスチックetc…あらゆる素材に対応

アルマイト、各種メッキ、各種塗装、黒染、アッセンブリー

ISO9001認証取得　　エコ・アクション21認証取得

上毛電化 株式会社

学
長
、
前
橋
支
部
）
か
ら
「
企
業
人

オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
」
に
つ
い
て
同
友

会
と
し
て
依
頼
を
受
け
た
こ
と
が
共

同
求
人
委
員
会
よ
り
報
告
さ
れ
、
役

員
を
中
心
に
協
力
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

３
．
二
〇
一
六
年
度
活
動
報
告
案
承

認
に
つ
い
て

　

二
〇
一
六
年
度
の
活
動
報
告
案
に

つ
い
て
審
議
し
、
こ
れ
承
認
し
ま
し

た
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
五

名
、
退
会
者
四
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
四
七
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
審
議
事
項

１
．
二
〇
一
七
年
度
活
動
方
針
案
承

認
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
重
点
方
針
案
、
部
門
方

針
案
に
つ
い
て
、
た
た
き
台
を
も
と

に
審
議
・
修
正
し
、
こ
れ
を
承
認
し

ま
し
た
。

Ⅳ
．
そ
の
他

１
．
次
回
の
理
事
会
開
催
日
程

　

第
十
二
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り

開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

日
時
：
四
月
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
よ
り

会
場
：
同
友
会
事
務
所
・
会
議
室

園
前
橋
国
際
大
学
で
二
十
八
日
に
開

催
さ
れ
る「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
等
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
．
承
認
事
項

１
．
第
四
十
五
回
定
時
総
会
に
つ
い
て

　

第
四
十
五
回
定
時
総
会
は
、
四
月

二
十
六
日
に
広
浜
幹
事
長
を
迎
え
て

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
旨
、
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
橋
支
部
よ
り
理
事
候
補

者
一
名
変
更
に
つ
い
て
申
し
入
れ
が

あ
り
、
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

２
．
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
か
ら

の
講
座
依
頼
に
つ
い
て

　

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
（
大
森

【
議　

事
】

　

沼
田
支
部
長
の
阿
左
見
氏
が
議
長

を
つ
と
め
、
山
岸
代
表
理
事
挨
拶
の

も
と
、
第
十
一
回
理
事
会
を
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
支
部
・
部
会
・
委
員
会
報
告

　

各
組
織
代
表
者
よ
り
、
報
告
や
案

内
連
絡
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

　

水
野
実
行
委
員
長
よ
り
「
第
四
回

関
東
甲
信
越
青
年
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
つ
い
て
の
状
況
報
告
と
最
終

参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

黒
岩
事
務
局
長
よ
り
、「
東
日
本

大
震
災
復
興
視
察
ツ
ア
ー
」、
共
愛
学

日
時　

三
月
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

十
八
時
三
十
分
〜

会
場　

同
友
会
事
務
所

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
山
岸
、
澤
浦
、
田

村
、
相
沢
、
常
任
理
事
／
丹
羽
、
吉

池
、
生
沼
、
小
林
、
榎
原
、
阿
左
見
、

清
塚
、
理
事
／
町
田
、
海
老
沼
、
遠

山
、
戸
塚
、
水
野
（
代
理
）、
本
多
、

阿
久
戸
、
前
田
、
宮
田
、
笠
原
、
植

杉
、
事
務
局
／
黒
岩
、
阿
久
澤
、
竹

内
（
役
員
計
二
十
二
名
）


